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令和６（２０２４）年8月の調査結果



「今月の売上高は減少となったが、来月以降は増加が見込まれる。仕入単価は物価上昇の傾向からコスト高

が予想されるが、防災関連や公共事業関連の受注増による採算利益ベースの好転を見込んでいる。受注に関

して引き続き注視が必要である。定額減税については、好材料ではあるが、引き続き限定的である」（地質

調査）「仕入れ単価の高騰に伴い新築工事の受注が減少しており工務店もお客様獲得に苦労している。工務

店に対する請求単価が上がらないところに拍車をかけ仕事の件数が減っている」（とび）  

「海外購入品が多く、為替の影響をモロに受けている状況、為替の先行きが見越せない」（その他の機械・同

部品製造）「売上は上向きだが、原材料等の値上げにより収益は下振れで利益率が悪いが製造メーカーとし

ては、先行き設備投資もしていかないと今後は厳しい状況。少子高齢化社会の中で速戦力になる人材を如何

に採用するかが課題」（その他鉄鋼） 

「最近までの急激な円安で仕入れ単価が上昇し粗利が極端に減少。また別の問題として、仕入単価の上昇と

ともに、在庫額が増加。しかし、若干円高にブレてきたので、利益は取り戻しつつある。また人員確保に苦

労しており、求人の際に今までよりも1割高い初給設定にするため、既存の社員の給料もそれに合わせるし

かなく、管理費の中に占める人件費の割合が増加してきている。」（建築材料卸売） 「お盆休みまでは雨天

の少なさも後押しし客数増も、後半の迷走台風の影響でやや失速する長引くコスト高、値上げ影響もあり、

好調を牽引してきた食物販・サービス関連もやや鈍化傾向。」（百貨店） 

「人手不足と資材の高騰、商材の値上がりが続いている。金利が上昇しているために、購入客が減少してき

ている。この所猛暑の影響で全体として商品の売買、賃貸の動きも鈍っている」（不動産管理）「猛暑の影響

で来場者、単価ともに減少。夜間も気温と湿度が下がらずに業況が悪化した。来月からは繁忙期となるが、

最低賃金の 50 円アップ、消耗品や工事代金の度重なる値上げで利益は減少する見込」（ゴルフ練習場）「世

の中さまざまな価格高騰に消費者がついていけない状況がエンドユーザーを扱う飲食業にもみられる。富裕

層を扱う会社はまだ転嫁しやすいが一般消費者を扱う企業は価格転嫁に苦しむ。」（専門料理店） 

８月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベー

ス、以下同じ）は、▲１５．７（前月水準▲１６．

４）となりマイナス幅が０．７ポイント縮小した。 

各業界、人手不足に対応すべく賃上げを行うも人材

確保には至らず、人件費の割合が増加。サービス業で

は、猛暑や台風の影響により客足が遠のき、売上が鈍

化した。一方、建設業では公共工事業関連の受注によ

る好転が見込まれるも、制限された業務時間内では思

うように作業は進まず。さらに、連日の酷暑による屋

外の作業効率低下の声が寄せられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

各業界人手不足の解消に苦慮の声。人員確保の為に賃上げを行うも、人件費が圧迫し利益は減少傾向  

回答期間：令和6年8月20日～令和6年9月4日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数76 

柏の景気情報（令和６年８月の調査結果のポイント） 

 

 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．７に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１５．４で、柏のほうがマイナス幅が

０．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業、建設業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸

小売業・製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.7 ▲ 5.5 ▲ 38.8 ▲ 30.0  10.0

▲ 15.4 ▲ 11.6 ▲ 24.4 ▲ 18.4 ▲ 5.2

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 3.9 ±0.0 ▲ 27.7 ▲ 10.0  20.0

▲ 1.4 ▲ 3.1 ▲ 8.9 ▲ 4.3 9.6

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.7 ▲ 5.5 ▲ 44.4 ▲ 25.0  10.0

▲ 14.4 ▲ 13.1 ▲ 18.0 ▲ 19.4 ▲ 7.8

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 59.2 ▲ 33.3 ▲ 77.7 ▲ 70.0 ▲ 55.0

▲ 63.8 ▲ 71.9 ▲ 59.3 ▲ 69.6 ▲ 60.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 17.1  44.4 ▲ 11.1 ±0.0  35.0

22.2 35.3 12.3 20.4 28.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 1.3  11.1 ▲ 11.1 ▲ 15.0  10.0

▲ 11.6 ▲ 3.8 ▲ 16.1 ▲ 17.6 ▲ 8.5
CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

柏の景気

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図
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調査期間：2024年8月15日～21日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（8 月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
３月 ▲  12.9 ▲ 15.6 ▲  14.8 ▲ 17.4 ▲ 17.9 ▲  3.8 

４月 ▲14.0 ▲16.5 ▲21.7 ▲16.6 ▲16.5 ▲2.4 

５月 ▲11.4 ▲16.5 ▲13.6 ▲14.8 ▲16.6 ▲0.8 

６月 ▲16.2 ▲ 18.7 ▲ 17.6 ▲ 23.3 ▲ 22.2 ▲  6.0 

７月 ▲16.3 ▲ 13.1 ▲ 22.8 ▲ 24.0 ▲ 20.8 ▲  5.4 

８月 ▲15.4 ▲ 11.6 ▲ 24.4 ▲ 19.9 ▲ 18.4 ▲  5.2 

見通し ▲ 13.9 ▲ 7.8 ▲ 14.3 ▲ 22.1 ▲ 18.9 ▲  10.0 
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令和６年

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月 ( 8～10月 )

全産業 ▲ 5.4 ▲ 17.3 ▲ 16.0 ▲ 11.1 ▲ 16.4 ▲ 15.7 △ 7.8 ( ▲ 5.0 )

建  設 ▲ 7.1 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ±0.0 ±0.0 ▲ 5.5 △ 16.6 ( △ 11.7 )

製  造 ▲ 21.0 ▲ 29.4 ▲ 38.0 ▲ 25.0 ▲ 38.8 ▲ 38.8 ±0.0 ( ▲ 22.2 )

卸・小売 ▲ 9.0 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 33.3 ▲ 30.0 ▲ 5.0 ( ▲ 9.5 )

サービ ス △ 15.7 ±0.0 △ 16.6 △ 22.7 △ 4.3 △ 10.0 △ 20.0 ( ±0.0 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、△７．８（前月水準

▲５．０）となり、マイナス幅が１２・８ポイント縮小した。

令和６年（２０２４年）8月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

８月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１５．７（前月水準▲１６．

４）となり、マイナス幅が０．７ポイント縮小した。

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月

ＤＩ値

月別

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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15%

55%

30%

25%
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50%

40%

6%

50%

44%

17%

61%

22% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月 ( 8～10月 )

全産業 △ 2.7 ▲ 1.4 ▲ 4.5 ▲ 6.1 ▲ 5.0 ▲ 3.9 △ 17.1 ( ±0.0 )

建  設 ±0.0 ▲ 11.7 ▲ 16.6 △ 5.5 ±0.0 ±0.0 △ 16.6 ( △ 11.7 )

製  造 ▲ 10.5 ▲ 35.2 ▲ 19.0 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 27.7 △ 5.5 ( ▲ 22.2 )

卸・小売 ▲ 4.5 △ 20.0 ▲ 16.6 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ▲ 10.0 △ 20.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 26.3 △ 20.0 △ 29.1 △ 22.7 △ 26.0 △ 20.0 △ 25.0 ( △ 8.6 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、△１７．１（前月水

準±０．０）となり、マイナス幅が１７・１ポイント縮小した。

○

【売上について】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３．９（前月水準▲５．０）と

なり、マイナス幅が１．１ポイント縮小した。
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卸・小売

サービス

25%

46%

29% 35%

50%

15% 25%

40%

35%

17%

39%

44%

22%

56%

22%
円グラフの外側から、
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全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和６年

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月 ( 8～10月 )

全産業 ▲ 10.8 ▲ 20.2 ▲ 17.2 ▲ 16.0 ▲ 6.3 ▲ 15.7 △ 1.3 ( ▲ 8.8 )

建  設 ▲ 14.2 ▲ 23.5 ▲ 11.1 ▲ 5.5 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ( ▲ 5.8 )

製  造 ▲ 15.7 ▲ 41.1 ▲ 47.6 ▲ 30.0 ▲ 27.7 ▲ 44.4 ±0.0 ( ▲ 27.7 )

卸・小売 ▲ 27.2 ▲ 15.0 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 19.0 ▲ 25.0 △ 5.0 ( ▲ 4.7 )

サービ ス △ 15.7 ±0.0 △ 20.8 △ 13.6 △ 21.7 △ 10.0 △ 5.0 ( ±0.0 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．７（前月水準▲６．３）

となり、マイナス幅が９．４ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、△１．３（前月水準

▲８．８）であり、マイナス幅が１０．１ポイント縮小する見通しである。
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月 ( 8～10月 )

全産業 ▲ 58.1 ▲ 68.1 ▲ 64.3 ▲ 64.1 ▲ 62.0 ▲ 59.2 ▲ 53.9 ( ▲ 43.0 )

建  設 ▲ 21.4 ▲ 52.9 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 35.2 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ( ▲ 35.2 )

製  造 ▲ 73.6 ▲ 82.3 ▲ 71.4 ▲ 80.0 ▲ 83.3 ▲ 77.7 ▲ 83.3 ( ▲ 66.6 )

卸・小売 ▲ 59.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 85.7 ▲ 76.1 ▲ 70.0 ▲ 65.0 ( ▲ 52.3 )

サービ ス ▲ 68.4 ▲ 60.0 ▲ 62.5 ▲ 40.9 ▲ 52.1 ▲ 55.0 ▲ 45.0 ( ▲ 21.7 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５９．２（前月水準▲６２．

０）となり、マイナス幅が２．８ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５３．９（前月水

準▲４３．０）となり、マイナス幅が１０．９ポイント拡大する見通しである。
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月 ( 8～10月 )

全産業 △ 22.9 △ 24.6 △ 14.9 △ 14.8 △ 15.1 △ 17.1 △ 19.7 ( △ 17.7 )

建  設 △ 14.2 △ 35.2 △ 38.8 △ 33.3 △ 35.2 △ 44.4 △ 33.3 ( △ 41.1 )

製  造 △ 21.0 △ 17.6 ±0.0 △ 5.0 △ 5.5 ▲ 11.1 ±0.0 ( △ 11.1 )

卸・小売 △ 13.6 △ 20.0 ±0.0 ▲ 4.7 ▲ 9.5 ±0.0 △ 10.0 ( ▲ 9.5 )

サービ ス △ 42.1 △ 26.6 △ 25.0 △ 27.2 △ 30.4 △ 35.0 △ 35.0 ( △ 30.4 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ ８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１７．１（前月水準△１５．

１）となり、プラス幅が２．０ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、△１９．７（前月水

準△１７．７）となり、プラス幅が２．０ポイント拡大する見通しである。
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9～11月 ( 8～10月 )

全産業 ▲ 10.8 ▲ 13.0 ▲ 5.7 ▲ 6.1 ±0.0 ▲ 1.3 △ 1.3 ( ▲ 1.2 )

建  設 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 5.5 ±0.0 ±0.0 △ 11.1 △ 11.1 ( △ 17.6 )

製  造 ▲ 15.7 ▲ 11.7 ▲ 28.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ( ▲ 11.1 )

卸・小売 ▲ 27.2 ▲ 15.0 ±0.0 ▲ 19.0 ▲ 9.5 ▲ 15.0 ±0.0 ( ▲ 4.7 )

サービ ス △ 15.7 ▲ 13.3 △ 8.3 △ 4.5 △ 17.3 △ 10.0 △ 5.0 ( △ 4.3 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１．３（前月水準０．０）とな

り、マイナス幅が１．３ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、△１．３（前月水準

▲１．２）となり、プラス幅が２．５ポイント拡大する見通しである。
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○
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前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

柏▲ 15.7

全国▲ 15.4
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和６年８月２０日　～　令和６年９月4日

調 査 対 象 

43.5%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 20 44.4%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

46

建　　　設 18
18
20

製　　　造
卸  ・  小売

　　　　　　　＜業種別回収状況＞

44
47.4%
40.9%

回答数
43.9%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

76全　産　業


